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“Dorozomedyeing"，amainprocessinOshimatsumugi，needsalargeamountofSharinbai，Cutting

downthetreesoveralongtimeresultsinashortageofSharinbairesources・Fortheeffectiveuseof

theprecioustree，Sharinbai，itisveryimportanttoinvestigatetheextractionphenomenawhichare

usedtoobtainthedyeproductsfromSharinbai，

Inthepresentstudy，foudamentalexperimentsofSharinbaiextractionusingdistilledwateror

alkalineaqueoussolutionshavebeencarriedoutundervarioustemperatures・

Extractionefficiencyincreasedlinearlywithincreasingtemperature・ＴｈｅｅｘｔａｃｔｉｖｅａｍｏｕｎｔａｔｌＯＯ

℃ｗａｓ１．５ｔｉｍｅｏｆｔｈａｔａｔ４０℃・Hydrogenionconcentration（pH）greatlyaffectedtheextration

equilibriumoftanninfromSharinbai・AlinearrelationbetweentheextractiveamountandpHwas

observed・AmountsextractedwithNaOHandNa2CO3aqueoussolutionswere，respectively，ａｒｏｕｎｄ４

ａｎｄ６ｔｉｍｅｓａｓｌａｒｇｅａｓｔｈｏｓｅextractedwithdistilledwater・

ExtractionratesfromthesurfaceofacylindricalwoodsampleofSharinbaiweremeasuredto

determinethediffusioncoefficientoftanninintheSharinbaiwoodatlO０℃・Thevalueobtainedwas

aboutlO7cm2/s,Whichseemscomparativelylarge．

緒言

鹿児島県の重要な地場産業の一つに，大島紬の生産

がある｡十年前と比較すれば生産高は大分減少したが，

依然として奄美大島では最基幹産業であり，伝統工芸

品のより高級化や製造工程の省力化を指向した技術革

新が行われている。大島紬製造工程中，泥染は大島紬

を特徴づける「黒色」と独特の「ふうあい」を生む重

要な工程である。しかしながら，泥染に必要な染液を

取り出す原木であるシャリンバイ（車輪梅）が過去の

長い伐採のために減少し，資源の枯渇が問題になって

*庶鹿児島県大島紬技術指導センター

きている。

本研究は，このような現状を改善するための一つの

方法としてシャリンバイからのもっとも効率のよい染

液抽出装置（システム）の開発を目指し，その基礎研

究として始められたものである。

すなわち，シャリンバイからの染液抽出に関わる操

作因子（i品度，水素イオン濃度）について定量的デー

タを得るため，抽出平衡や速度の及ぼすそれら操作因

子の影響を検討した。

１．実験

１．１装置シャリンバイ染液抽出について，その平

衡及び速度に関する２通りの実験を行った。いずれの
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lCondcnscr

防いだ。

操作撹枠槽に蒸留水又はアルカリ水溶液600ｍlを入

れ，１００℃に加熱，保温した。上記木片柱をうめ込ん

だ金属円筒を撹枠槽底部に素早く設置し，撹枠速度

400～500rpmの下，一定時間間隔で少量の水溶液をサ

ンプリングし，前記と同様に分光光度法で溶液中のタ

ンニン濃度を定量した。

実験においても，Fig.１に示す‘恒温ジャケット付ガラ

ス製セパラブルフラスコ抽出槽（容積：約600ｍ１，撹

枠機：スクリュー型２枚羽根）を使用した。

１．２操作Ｉ（抽出平衡実験)試料調製数ｃｍオーダー
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のシャリンバイ木片をカンナによる削りクズ様に厚さ

0.25ｍｍの薄片とし，さらに恒温乾燥機中，１０５℃で１

時間乾燥し，デシケーターに蓄えておき，抽出平衡実

験用試料として使用に供した。

操作シャリンバイ試料を0.59（または0.259）を所定

温度に設定した蒸留水（または0.1Ｗt％Na2CO3水溶

液等アルカリ水溶液)500ｍ'中に，撹祥速度500rpmで

素早く懸濁させた。蒸留水中で５時間，アルカリ水溶

液中では６時間から１０時間，そのまま撹枠を続け，抽

出平衡に達せしめた。

平衡達成後，槽内の液を採取し分光光度計で370～

230nｍの範囲で吸光度を測定し，280,ｍ付近のピーク

の吸光度からタンニン濃度（五倍子タンニン換算値）

を定量した。一般にタンニンの定量はゼラチンとの結

合能を測定するL6wenthal法によって行われるが，

簡易な方法として吸光度からタンニン量を求めた2)。

Fig.２に，各ｐＨにつきタンニン濃度と吸光度との関

係を示した。

１．３操作Ⅱ（抽出速度実験）試料調製シャリンバ

２．結果および考察

抽出平衡Fig.３に，代表的実験例について抽出液中

Fig.１Experimentalapparatus．

のタンニン濃度（木片ｋｇ当りに換算）と時間との関

係を示す。本図より，平衡達成時間は水では約４時間，

Na2CO3水溶液では約６時間，ＮａＯＨ水溶液では約１０

時間である事がわかる。アルカリ濃度が高い程，平衡

時間が長く，かつ木片から抽出されるタンニン濃度も

大きい事は木片中の高分子量のタンニン（プロアント

シアニジン）が分解され低分子量化する事や加水分解

を受けている事を示唆している。いずれにしろ，本実

験では，抽出平衡時間の目安を上述の時間として実験

を行った。

Fig.４に，蒸留水を使用した場合の（シャリンバイ

５９，蒸留水500ml）の抽出量と温度との関係を示す。

本系は一種の固液系吸着平衡と考える事が出来，それ

にそったモデル化も可能であるが，現在木片中のタン

３

イ木片を外径24ｍｍ，長さ24ｍｍの円柱とし，沸騰し

た水中で約２時間膨潤させた。その結果，外径で１～

２ｍｍ，長さで0.2～0.3ｍｍ程度膨張した木円柱が得ら

れた。これを，径26ｍｍの円柱孔をうがった真チュウ

製容器にはめ込み，木片柱の一方の円表面のみから染

液が抽出されるようにした。円柱側面と円柱孔との隙

間には水中ボンドで接着し，側面からの抽出を完全に

２０－ｒ

３Ｈｏｔ

４Ｓａｍ

２０

ｌ
［
ｏ
一
ｍ

→

０ ０．５１．０

ＡＢＳ［－］

Fig2RelationbetweentanninconcentrationandABS．

］
卵

Ing

water

pIingsitc
１

①
○
一
ｘ
Ｕ

川
０

５

２ ＫCｙ ｐＨ

○ 5.30～５．７５

△ ６４０～６．４２



□□□□□
○○○○○

幡手・宇都・上村・赤塚・西元：シヤリンバイ（肋hyo伽sし『剛Mlqtq）からの染液抽出に関する研究（１）７７

ンニンの量が増加する事及び使用するアルカリの種類

（炭酸ナトリウムと水酸化ナトリウム）でも抽出され

るタンニンに差が生ずる事が分かる。本実験では蒸留

水の場合と比較すると，Ｎａ２ＣＯ３水溶液で約４倍，

NaOH水溶液で約６倍のタンニンが得られる事が実証

された。このように，木片中のタンニンがアルカリ水

溶液で多量に抽出される事は予想された事であり，今

回はさらに定量的にこの事を実証したと言える。しか

しながら，アルカリ‘性水溶液中で抽出されたタンニン

が従来から行われている約0.05Wt％Na2CO3水溶液

で抽出されたものとは，絹糸を染色した時に差がある

事が報告されており，両者の差が如何なる原因に基づ

くものであるかについて,詳細に検討する必要がある。

また，現状を少しでも改善するという見地からは両者

に差を生じさせない工夫を考えるべきであろう。Fig．
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ニン濃度の定量に若干の問題を残しており，今後の課

題とする。Fig.４から抽出されるタンニンは温度と共

に直線的に増加し，１００℃の抽出量は40℃のそれの２

倍以上になる事がわかる。これは，高温程木片中のタン

ニンの反応’性が高くなり，プロアントシアニジンの低

分子量化が生じ易くなるためと考えられる。

Fig.５に，溶液温度100℃，撹枠速度500rpmとした

場合のアルカリ濃度と抽出されたタンニンとの関係を

示す。（シャリンバイ2.59,溶液500ｍl)。本図より，

抽拙液が蒸留水の場合に比べて格段に抽出（溶出）タ
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６は抽出されたタンニン量と実験終了時のｐＨとの関

係を示す。本図より，ｐＨの増加と共に直線的にタン

ニン抽出量も増大する事が明らかであり，ｐＨを制御

する事でタンニン（混合物）抽出のみならず，そのタ

ンニン成分を制御できる事を示唆している。この事は

今後のシャリンバイ染液抽出技術の高度化によって極

めて有益と考えられる。

抽出速度本実験は，抽出装置設計のために必要な

０ １０

ｔ［ｈ］

Kｅｙ Extractant

○ Na2CO3（ａｑ.）

△ NaOH（aq.）

□ DistilIedwater

Ｗｏｏｄ １ ２ ３ ４

Ｗｅｉｇｈｔｏｆｗｏｏｄ［ｇ］ １０．１ １０．６ 9.3 1３．２

Pretreatment

condition

Temperature [℃］

Swellingtime［ｈ］

Volumeofdistilledwater［c㎡］

9５

２

300

9５

１

300

9５

2５

300

2５

4８

6８

Extractedtanninduringpretreatment［g/kg-wood］ 64.3 44.3 32.0

Diameter

[mm］

beforeswelling
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23.85
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Length

［ｍ、］

beforeswelling

afterswelling
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25.26

Volumeofextractant［c㎡］ 600 600 600 600

Temperature［℃］ lOO 100 １００ １００

Rotationalrate［rpm］ 400 400 400 400

pＨ

[－］
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fｉｎａｌ

１２．７０
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1２．４５

12.20 5．６２
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で実施されたものである。Ｔａｂｌｅｌに４個の試料木片

（円柱）の前処理等の実験条件を示す。木片ｌ及び２

は抽出液として0.1Ｗt％ＮａＯＨａｑ.，木片３及び４は

抽出液として蒸留水を使用した。Figs､７及び８に，

それぞれ抽出液をアルカリ水溶液及び蒸留水とした場

合について，抽出液中のタンニン濃度と経過時間との

関係を示した。これらの実測値は以下に導出された式

にしたがい，タンニンの木片中の拡散係数を知るため

に使用される。

抽出液相タンニン濃度式の導出式の導出は，最も通

抽出液相中のタンニン濃度はＣｗはＡを木片の抽出液

相と接している表面積とすれば，

￥厚汀q=Al上川/V＝
０

(５）

ただし，

したがって，タンニン濃度Ｃｗと抽出時間ｔの平方

根との関係は直線で表示する事ができ，傾きから拡散

t＞０でＣｓ＝０

t＝０でＣｓ＝Ｃｓｏ

ｔ＞０でＣｓ＝Ｃｓ。

7０
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常の拡散の式で表示されるが，さらに①抽出液相タン

ニン濃度は，木片中のタンニン濃度と比べて無視でき

る，②木片中のタンニン濃度は抽出液相ｐＨで決定さ

れそれらの関係はFig.６で表される，という仮定を

置く。

木片（半無限）中でのタンニン濃度はＣｓは次式で

示される。
1０

ａ２ＣｓａＣｓ＝Ｄ
ａｔ

(2)

０ ５ ０ １ ０ ０ １ ５ ０

ＪＴ［Slﾉ2］
Figl0RelationbetweenCwand/Tusin貝distil,ｅｄ

ｗａｔｅｒａｓｅｘｔｒａｃｔａｎｔ．

ａｚ２ ０５０１００１５０

／Ｔ［sl/２］

Fig9RelationbetweenCwandノーｒｕｓｉｎｇＯ,lwt％
NaOHaqueoussolutionasextractant．

Table2Experimentalresults

(4)

(1)式は(2)式の境界条件の下，次式で示される。

’

(3)苦言・㎡{蒜
Ｚ＝０（木片表面)での抽出速度は

洲｡--,箸いであらわされるので

N-c剛屠

５［
ひ
一
ｍ
］
の
○
一
×
妻
。

Ｗｏｏｄ １ ２ ３ ４

(2C翁OA/Ｖ）．（D/汀）
l／２

[ｓ
-1/２

］ 0.219×１０‐
６

0.182×１０‐
６

０．０３０×１０
-６

0.035×１０‐
６

Ｖ［c㎡］ 600 600 600 600

Ａ［cnf］ 4．９５ 4．９５ 4．８７ ５．６８
，

ＣＳＯ［g/g-wood］ 0.063 0.063 0.012 ０．０１２

Ｄ［c㎡］ １４．１×１０
-８

８．９０×１０
-８

７．２５×１０
-８

６．５９×１０
－８
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係数Ｄを求める事ができる。Figs､９及び10に，アルカ

リ溶液の場合及び水の場合についてｃｗ対バーの関係

を示した。得られた拡散係数の値を表２に示す。表よ

りアルカリ水溶液の場合，Ｄ＝８～14×10~８，蒸留水

の場合Ｄ＝7.5×10~8cm2/ｓすなわち，ｐＨにはほとん

ど影響されず拡散係数はほぼlO-7Cm2/sである事がわ

かった。

結 言

シャリンバイからの染液抽出に関する平衡と速度に

ついて，基礎的な研究を行い，以下の結果を得た。

，、抽出されるシャリンバイ染液は，温度の増加とと

もに直線的に増大する。１００℃の抽出量は40℃の約２

倍であった。

２．抽出量は水素イオン濃度に極めて大きく依存し，

ｐＨの増加とともに直線的に増大する。ＰＨ＝１２位のア

ルカリ水溶液では蒸留水を用いた場合の抽出量の約６

倍を示した。

３．木片内の拡散係数は溶液の水素イオン濃度等にか

かわらずほぼ同じ値lO-7cm2/ｓを示すと考えられる。

Ｎｏｍｅｎｃｌａｔｕｒｅ

Ａ：ｓｅｃｔｉｏｎａｌａｒｅａｏｆｗｏｏｄｓａｍｐｌｅ

ＡＢＳ：absorbance

C：tanninconcentration

Cs ：tanninconcentrationinwood

Cso ：initialtanninconcentrationinwoｏｄ

Ｃｗ ：tanninconcentrationinextractanｔ

Ｄ：diffusioncoefficientoftannin

N：ｆｌｕｘｏｆｔａｎｎｉｎ

Ｔ：temperature

t ：ｔｉｍｅ

Ｖ：volumeofextractant

W：extractedtanninperkg-wood

Z：distancefromsurfaceofwood

｛Ｃｍ２１

Ｉ－ｌ

Ｉｇ/g｝

{g/g-woodl

Ig/g-woodl

Ig/g-waterl

ICm2/ｓｌ

ｌｇ/Cm2・Ｓｌ

ＩＫｌ

｛ｈＯｒｓｌ

Ｉｃｍ３１

Ｉｇ/kg-wood｝

Ｉｃｍｌ

Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ
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2）皆川基ら；大阪市立大学生活科学部紀要，２６，３９
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